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1．背景 

システムの設計開発において UML 等を用いた

モデルベースな仕様記述には，視覚的な理解の

容易さ，認識齟齬の抑制，トレーサビリティの

向上などの様々な利点があり，その活用が着目

されている．しかし実際の業務におけるシステ

ムモデルの利用は，仕様書の部分的な補足や納

品のための後追い作図に留まるなど，その利点

を十分には活かしきれていない場合が多い．開

発現場でのシステムモデル利用に関する業界団

体調査結果[1]によると，システムモデルの活用

を試みたことがある企業でも，その効果につい

ては限定的であると感じている場合がほとんど

である．その主な原因としては「モデリングの

導入目的の誤り」や「モデラーの育成が不十

分」などが挙げられている． 

このような課題に対して著者らは「モデルに

基づく対話」を重視した独自のオンラインモデ

リングツールを開発し，それを効果的に用いる

ことで，実業務においてモデルの利点を十分に

活かした開発プロセスを実現することを試みて

いる．この取り組みにおいては「モデルを通し

たコミュニケーションによってシステムに対す

る認識を一致させ，関係者間の合意を得る」と

いうことをシステムモデル利用の最も基本的な

価値であると位置づけ，そのような対話を誰で

も簡単に実践することのできるモデリングやツ

ールのあり方を探求している． 

本稿ではその実践例として，株式会社中海テ

レビ放送（以下「中海テレビ」と記載）におけ

るシステム開発に対して著者らのアプローチを

適用した過程と結果を紹介する．鳥取県米子市

に本社を置く中海テレビは，同県西部をエリア

とするケーブルテレビ局であると同時に，電力

小売事業を展開する地域新電力事業者でもある．

今回紹介する実践例では，電力小売事業におけ

る新プラン申し込みサービスの開発に対して完

全にモデルベースな上流設計を適用することで，

手戻りなく効率的なシステム構築を実現するこ

とができた．本稿では著者らのアプローチや独

自のモデリングツールについて簡単に述べた後，

実践例について紹介する． 

2．対話型モデリングツール 

 システムモデルを使う目的には再利用性，ト

レーサビリティ，コード検証など様々なものが

あるが，ここでは「システムに対する合意」に

着目する．システムモデルを用いてステークホ

ルダと開発者または開発者同士が対話すること

で，システムの振る舞いや構造について認識を

一致させ，合意を得ながら開発を進めることが

できる．著者らは，このようなシステムモデル

活用を上手に実践するためのエッセンスをまと

めたフレームワークをシステミング®として提案

している[2]．システミングの要点は「視点（ビ

ュー）をわける」「モデルで表現する」「視点

をつなげる（整合性を保つ）」にまとめること

ができ，株式会社レヴィではシステミングを効

果的に実践するためのモデリングツール Balus®

を開発・提供している．Balus についてはこれま

でに[3]などで発表しているが，その後の改善も

含めて主な特徴・機能を下記に示す．また，図 1

に Balus 上に構築したモデルの例（次節の実践

例で構築したモデルの一部）を示す． 

＜Balus の主な特徴・機能＞ 

 簡単な操作で素早くビューとモデルを作成 

 オンラインで同期的にモデリング 

 適度な形式ルールによる柔軟なモデリング 

 豊富なコミュニケーション機能 

 ビューやモデルをテンプレート化して再利用 

 

図 1. Balus上に構築したシステムモデル 

3．実業務における実践例 

前節で紹介した Balus を活用することで，実

業務において完全にモデルベースな上流設計と

モデルを中心にした実装プロセスを実現した． 
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図 2. 上流設計モデルの全体                        図 3. 構築したシステムの画面（一部） 

3-1．開発対象 

 中海テレビによる電力小売の新プランに関し

て，LINE からの申し込み，電気料金のシミュレ

ーション，申込者・契約者の管理などを行うた

めのシステムを開発した．上流設計は著者らを

含む株式会社レヴィが行い，実装は鳥取地域の

ベンダーが担った． 

3-2．要求抽出 

 まずは中海テレビがどのようなシステムを求

めているのかを明らかにするために，モデルを

描きながらヒアリングを行った．対話しながら

コンテキストと業務フローをモデル化すること

で，システムの全体像と基本的な要求を明らか

にすることができた． 

3-3．設計フェーズ 

 次に，ヒアリングで得たモデルを出発点にし

て，システムの上流設計に取り組んだ．コンテ

キストや業務フローについては，より細かい粒

度まで記述したり，曖昧だった部分について意

思決定したりすることでヒアリング結果を設計

仕様へと落としこんでいった．さらに，いくつ

かの視点からモデルを構築し，システムの設計

を具体化していった．さらにいくつかの視点か

らモデルを追加し，最終的に図 2 に示すような

モデル群を構築した．Balus を活用した対話によ

って十分に認識の一致と合意を得ることができ

ていたため，これらのモデルをそのまま上流設

計のアウトプット（中海テレビへの納品物）と

して扱うことができた． 

3-4．実装フェーズ 

 上流設計の後は，地域のベンダーにより，シ

ステムの詳細設計と実装が行われた．この際，

開発者へのインプットは図 2 で示したモデルの

みであり，開発者は Balus 上で参照するモデル

に基づいて実装を進めた．実装の過程で詳細確

認や設計変更が必要となる部分がいくつか生じ

たが，その都度上流設計モデルの上で対話を行

い，モデルを修正したり，モデルとの整合性を

検証したりしながら実装を進めていった． 

3-5．開発の結果 

 ここまでに紹介したようなプロセスによって，

システムモデルの利点を十分に活かし，手戻り

なくスムーズなシステム開発を実現することが

できた．完成したシステムの一部を図 3 に示す．

中海テレビの担当者からは「これまでのシステ

ム開発であったような手戻りや認識の齟齬がほ

とんどなかった．事業に関連するメンバーが上

流設計にしっかりと参加できたことがその理由

だと思う．」という声があった． 

4．おわりに 

 本稿では，実業務において対話を重視したプ

ロセスとツールによってシステムモデルを記述

し活用した例を紹介した．今後はこれまでの実

践結果を一般化し，提案するフレームワークと

ツールをより洗練させていくことで，実業務で

使えるモデリングを探求していきたい． 
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